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一
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隅
田
川
の
起
点
で
あ
る
北
区
の
岩
淵
水
門
か
ら
、
下
流
に
向
け
て
歩
い
て
来
た
。
一
二
番
目
の
橋
、
桜
橋

は
隅
田
川
で
唯
一
の
歩
行
者
専
用
橋
で
、
上
か
ら
見
る
と
Ｘ
型
を
し
た
珍
し
い
姿
で
あ
る
。
こ
の
辺
り
か
ら

橋
と
橋
の
間
隔
が
短
く
な
っ
て
、
街
の
中
心
に
近
づ
い
て
き
た
感
が
す
る
。
東
武
伊
勢
崎
線
（
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
ラ
イ
ン
）
の
浅
草
駅
か
ら
出
発
し
た
ば
か
り
の
特
急
電
車
が
ゆ
っ
く
り
鉄
橋
を
渡
っ
て
い
る
。 

言
問
橋
西
方
の
言
問
通
り
と
、
次
の
吾
妻
橋
に
続
く
雷
門
通
り
に
挟
ま
れ
た
、
南
北
数
百
メ
ー
ト
ル
の
範

囲
が
浅
草
の
中
心
だ
。
雷
門
、
仲
見
世
通
り
、
浅
草
寺
、
浅
草
神
社
、
伝
法
院
、
花
や
し
き
な
ど
の
観
光
ス
ポ

ッ
ト
が
並
ん
で
い
る
。
浅
草
寺
の
ご
本
尊
の
聖
観
世
音
菩
薩
像
は
、
飛
鳥
時
代
に
隅
田
川
で
漁
師
の
網
に
か

か
っ
た
仏
像
を
祭
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
言
問
橋
か
ら
南
東
に
向
か
え
ば
、
程
な
く
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の

足
元
に
着
く
。 

 

浅
草
か
ら
両
国
に
か
け
て
の
隅
田
川
沿
い
の
一
帯
は
、
古
く
か
ら
江
戸
の
名
所
と
し
て
賑
わ
っ
て
来
た
。

さ
す
が
に
こ
の
付
近
で
は
ス
ー
パ
ー
堤
防
を
作
る
土
地
は
無
い
ら
し
く
、
防
潮
堤
の
内
側
の
川
べ
り
に
テ
ラ

ス
を
整
備
し
て
川
に
親
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
駒
形
橋
、
厩
橋
と
南
に
辿
り
、
一
七
番
目
が
蔵
前
橋
。

戦
後
し
ば
ら
く
、
こ
の
橋
の
西
側
に
あ
っ
た
蔵
前
国
技
館
で
大
相
撲
が
行
わ
れ
て
い
て
、
家
族
で
見
に
来
た

こ
と
が
あ
る
。
館
内
で
は
力
士
と
観
客
の
通
路
が
共
用
で
、
贔
屓
の
力
士
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

昭
和
五
九
年
に
両
国
国
技
館
が
完
成
し
、
大
相
撲
は
そ
ち
ら
に
移
っ
た
。 

 

江
戸
幕
府
は
防
備
上
、
隅
田
川
へ
の
架
橋
を
千
住
大
橋
の
み
に
限
定
し
て
い
た
が
、
一
六
五
七
年
の
明
暦

の
大
火
で
多
く
の
江
戸
市
民
が
逃
げ
ら
れ
ず
に
犠
牲
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
第
二
の
橋
と
し
て
両
国
橋
が

架
け
ら
れ
た
。
名
称
は
武
蔵
と
下
総
に
跨
っ
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。 

両
国
橋
を
右
岸
の
台
東
区
側
に
渡
る
と
、
隅
田
川
に
合
流
す
る
神
田
川
に
架
か
る
柳
橋
が
見
え
る
。
こ
の

辺
り
は
か
つ
て
花
街
で
、
江
戸
後
期
か
ら
昭
和
に
か
け
て
栄
え
た
が
、
昭
和
三
〇
年
代
以
降
、
隅
田
川
の
防

潮
堤
が
出
来
て
川
の
風
景
か
ら
遮
断
さ
れ
、
衰
退
に
向
か
っ
た
よ
う
だ
。
現
在
は
屋
形
船
を
営
業
す
る
船
宿

等
が
あ
り
、
船
が
出
番
を
待
っ
て
い
る
。
佃
煮
の
製
造
元
も
あ
り
、
昭
和
の
雰
囲
気
が
残
っ
て
い
る
街
だ
。

（
つ
づ
く
） 


